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研究成果の概要（和文）： 本研究では，国内外で活動する日本語教師が，ネットワーク上で他の教師との交流を通じ
て，自らの教師としての成長を考える「教育の学問的研究（SoTL）」を支援した。2012年4月からの6カ月間を分析した
結果（1）交流活動が十分でなかった，（2）若手教師からの自発的な意見表明が難しい（3）参加者同士の意見交換を
活性化するためのルール作りが必要である（4）ティーチング・ポートフォリオ作成が有意義であったの4点が明らかに
なった。この結果をふまえ，参加者で興味のあるサブグループを作る活動形式に改めた。２つのサブグループで，WEB
サイトを通じた交流数の増加し，現実の問題を解決するための議論と交流が行われた。

研究成果の概要（英文）：　This project promotes teacher collaboration for the professional development of 
Japanese language teachers. Practical activities in an e-portfolio and Learning　Management System for 
six months, following which a focus group interview and questionnaires revealed the following: (1) 
participants did not have sufficient pportunities to communicate with each other; (2) young teachers were 
hesitant to express their ideas and opinions to senior participants; (3) continuing discussion among 
participants was needed to build and sustain a community of practitioners; and (4) e-teaching portfolio 
was the effective tools for focusing on and analyzing their own practices. Based on this practice, 
participants were divided into eight sub-groups and were collaboratively conducting project work for 
student exchange and planning the seminar for local teachers through web sites.
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１．研究開始当初の背景 
 2009 年の国際交流基金の調査によれば，
国内外で活動する日本語教師も世界133の国
と地域で 5 万人にのぼる。その仕事は，日本
語教室の運営から，現地教員への助言・指導，
教材制作まで，派遣国の教育行政や日本語教
育事情に合わせた企画・立案能力が求められ
ている。しかし，このような幅広い実践力を
短期間の実習だけで養成することは難しく，
現職教師が各教育現場における具体的な職
務を通じて，必要な知識・技術・態度など修
得していく持続的な専門家教育が必要とさ
れている。 
現在，開発されている教師の成長を支援す

るシステムは，ベテランから若手への指導支
援が中心であり，さまざまな環境で活動する
日本語教師に対しては，十分とはいえない。
そこで本研究では，自らが課題を設定し，実
践を振り返りながら解決策を見出す過程を
支援するシステムの開発が求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究では，国内外で教える日本語教師が，

自らの教育実践をネットワーク上で公開し，
複数の教師で相互に検討し合って実践的な
知見を蓄積していく「電子ティーチング・ポ
ートフォリオ」を開発した。このシステムで
は，自らの状況を最もよく知る教師自身が，
課題を設定し，自らの実践を振り返りながら
解決策を見出す過程を支援する点を特徴と
する。これにより，研修の機会の少ない現職
教師が，様々な経験を持つ教師と連携しなが
ら，自らの教育実践を改善していく持続的な
教師教育を実現する。 
さらに，ティーチング・ポートフォリオと

して公開された教育実践を検討し，有効な教
育リソースとして再利用するための検索機
能を充実させることを目指した。 
 本研究では，自立的な専門家の養成を目指
し，日本語教師が自らの置かれた状況に合わ
せて課題を設定し，実践を振り返りながら解
決策を見出していく過程を支援する点を特
徴とした。また，システムを利用して個別の
教育事例を記録し，それを他の教師と連携し
ながら分類，整理することによって，他の教
育現場にも応用可能な「教育実践の理論化」
を進める点が特徴的である。 

 
３．研究の方法 
本プロジェクトでは，現職の日本語教師が

専門的な知識と技能を学ぶ遠隔学習サイト
「 語 学 教 師 の 成 長 サ ポ ー ト 」
(https://lms.kato yukari.net/）と実践活
動を振り返る eポートフォリオ「かとプロ」
(https://sns.katoyukari.net/）を構築した。
参加者らは，この２つの枠組みを利用して，
自らの教育実践を記録して公開し，それを相
互に検討しあうための実践活動を行った。  
2012 年 5 月から，2 つのサイト（「語学教

師の成長サポート」と「かとプロ」）の利用

を開始し，6 ヶ月ごとに新たな参加者を募る
運営方式をとった。 
第一期（2012 年 4月～9月）は，国内外の

教育機関で教える日本語教師 9名（国内日本
語教師 5名，海外日本語教師 4名）とメンタ
ー4名（日本語教師 3名，システム担当 1名）
で活動を開始した。 
第二期（2012 年 10 月-2013 年 4 月）は，

第一期の継続メンバー8名を含む19名で活動
した。第三期（2015 年 4 月-）は，日本語教
師志望者なども含めた多様なメンバーで活
動を継続した。 
本研究では，実際の参加者を国内外から募

り，開発したサイトで実践的な知見が蓄積可
能であるかについて，参加者に対するインタ
ビュー，アンケート，システム上のログデー
タなどから質的な分析を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では，国内外で活動する日本語教師

にネットワークを通じて「専門的な教師教育
プログラム」と「教師交流の場」を提供する
ことにより，持続的な成長を支援している。
このシステム開発により，日本語教師は，自
らの実践を公開し，様々な経験を持つ教師と
連携しながら教育実践に関わる知見を蓄積
していくことができる。国内外の日本語教師
が，自らの授業実践を記録して公開し，それ
を相互に検討しあうための「分類指標」と「授
業実践例」を備えた電子ティーチング・ポー
トフォリオを開発した。 
2012 年 5 月から，2 つのサイト（「語学教

師の成長サポート」と「かとプロ」）の利用
を開始し，実際に参加者を募っての現職教師
の実践交流活動を行った。 
第 1期（2012 年 4月～9月）は，国内外の

教育機関で教える日本語教師9名とメンター
4名で活動を開始した。さらに，第 2期（2012
年 10 月-2013 年 4月）では，第 1期の継続メ
ンバー8名を含む 19 名で活動した。これらの
実践活動の教育効果を検証するために（1）
カリキュラム，（2）支援ツール，（3）共同体
の人間関係の３要素に分けて学習環境を検
討した。 
 その結果，第１期は，個人の「教師として
の資質向上」を目指す【カリキュラム】とし
て，実践を記録するための情報リテラシーの
学習，ならびに実践の振り返りと改善を中心
に支援した。そのため，【支援ツール】であ
るシステムは，参加者同士の自発的な【人間
関係】の構築には利用されず，メンターから
参加者への指示ならびに連絡に主に用いら
れた。参加者からも，期待したほど参加者同
士の交流が多くなかったという意見が聞か
れた。 
第２期は，第１期の反省をふまえて，参加

者の興味に応じた多様な活動の展開を目指
した。ファッシリテータを中心としたサブグ
ループごとの情報共有，プロジェクトワーク
の遂行，教育研究などサブグループによる活



動にプロジェクトをすすめた。 
その結果，参加者からの提案された自発的

なプロジェクトが【カリキュラム】として提
案された。また，いくつかのサブグループの
参加者間での自由な討論や意見交換も頻繁
に見られ，友好的な【人間関係】で観察され，
た。  
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